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診療回数 6回以上の 9頭中 8頭、4日以上発熱した 9
頭中 6頭は産後 120日以内の発症であった。抗生物質
使用 10頭中 9頭は流行初日～ 3日目までに発症して
いた。
【考察】　流行時に発症する年齢層を調査することは、
発症しない年齢層を観察対象からいち早く除外し、
発症の可能性のある年齢層への重点的な観察を可能
にするために重要な作業と考えられた。発症を認め
た年齢層の経産牛診療では 60%以上を抗生物質の使
用なしで対応し、その後の牛群在籍状況も問題ない
ため、RS流行時には慎重な牛群観察によって抗生物
質使用を控えた対応が可能であると考えられた。ま
た、一般に成牛より若齢子牛でより症状が重篤化し
やすいといわれるが、育成牛の治療はC農場の数頭
のみで、経産牛と同様に食欲不振や発咳にあわてる
ことなく慎重な観察によって、診療自体を減らすこ
と、捕獲や保定等の労力低減及び牛に対するストレ
ス軽減も可能であると考えられた。抗生物質使用頻
度の高かった産後 120日以内の個体や流行初期に発
症する個体は診療回数や発熱日数が多い傾向にあり、
より注意深い観察が必要と思われた。経過観察や治
療方法選択の客観的な判断基準や、治療しないこと
への環境づくりが今後の検討課題と考えられた。
